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１　はじめに
　1984年に、当時の農林水産省北海道農業
試験場（札幌市）でスタートした筆者の育
種研究だったが、前半の15年余りをテンサ
イ（ビート、砂糖大根とも）、後半の20年
余りをサツマイモに、それぞれ従事するこ
ととなった。テンサイは、細胞質雄性不稔
性を利用した主に三系交配の一代雑種育成
が柱となっており、複雑な育種手順が必要
となっている。その育成業務の傍ら、雄性
不稔性の誘起や品質関連形質の選抜効果の
検討など基礎的な部分の仕事も少しずつ進
めた。1996年末からは、十勝管内の芽室町
に畑作関係研究室が移転し、一新した「畑
作研究センター」で仕事を続けることと
なった。
　2000年からは農業研究センター（翌年か
らは農研機構作物研究所に再編）に異動し、
サツマイモ育種の担当となった。その秋に
は、いも類の国際学会がつくば市内で開催
され、事務局の中谷誠室長（現農研機構副
理事長）のお手伝いをさせていただき、ア
ジア・アフリカはじめ各国からの参加者に
会い、日本の学会では味わえない国際色の
豊かな学会として強い印象が残っている。
その後、２年半あまりサポート部門に主軸
を置いた期間もあったが、合計21年ほど、
主に干しいも（蒸切干）加工用品種育成を

担当させていただくこととなった。
　ここでは、担当として育成に関わらせて
いただいた品種や、今までの研究対象を、
私の経験も少し交えてご紹介させていただ
くこととする。

２　干しいも加工用品種育成と関連研究
　ここでは、2011年以降に、農研機構作物
研究所（後に次世代作物開発研究センター、
以下　作物研）が登録・出願した加工用サ
ツマイモ品種について改めて紹介をさせて
いただくこととする（第１図）。

（１）ほしキラリ
　この品種の育成前は、干しいも加工用で
は「タマユタカ」が全盛の時代であった。
干しいも生産者にお会いした時も、品種は

「タマユタカ」で問題ないとの意見を頂戴
することが多かった。しかし、地球温暖化
が顕在化してきた影響もあってか、夏季の
高温乾燥で発生しやすい「シロタ」（詳し
くは後述）が多発するようになり、新品種
への要望が年々高まってくるのを実感する
ようになった。そこで、シロタ発生が少な
く、製品の外観が良好で食味の良い品種の
育成を目標に選抜を進め、2011年に「ほし
キラリ」1）が品種登録された。その干しい
もは食味が良く、黄色みのある外観で、シ
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ロタの発生が少ない。でん粉の糊化開始温
度がやや低いことも特長で、加工時の糖化
が進みやすいことにつながる。食味等品質
の良さを活かし、「泉13号」のような高級
品路線での普及が進めばと願ってきたとこ
ろであるが、収量が「タマユタカ」より低
いことや、苗床での萌芽が遅いこと等も影
響し、残念ながら作付けは伸びていない。
栽培期間を長めにすることと栽植密度をや
や低くすることで収量が増加することが茨
城県の調査により分かっている。また、ウ
イルスフリー化による収量向上も検討いた
だければと願っている。育成段階で初めて
干しいもの食味調査をしたとき、風味の良
さが際立っていたことは今でも鮮明に憶え
ている。

（２）ほしこがね
　「ほしキラリ」の収量性の低さや萌芽性
の課題を克服したのが「ほしこがね」2）で

あり、2014に品種登録された。「ほしこがね」
の収量性は「タマユタカ」と同等で、製品
の黄色みが強く、シロタの発生がほぼ見ら
れないことが特長となる。さらに、いもの
条溝が無く目が浅いので加工しやすい。食
味は「タマユタカ」並みかやや優れる。な
お、気象条件や圃場条件により、いもに裂
開が生じることがあるが、マルチ被覆栽培
や早めの収穫が予防策と考えられる。また、
低温貯蔵中の糖化が早い反面、貯蔵が長く
なると黒変等の低温障害を生じることがあ
るので、年内等の早い段階での加工が望ま
しい。本品種は加工時期の早さで主力品種

「べにはるか」を補完できるものと考えて
いる。干しいもの風味も「べにはるか」と
やや異なる。

（３）ほしあかね
　干しいも用で「タマユタカ」に急速に置
き換わってきたのが「べにはるか」のよう

第１図　2011年以降に当所からリリースされた加工用サツマイモ品種

ほしキラリ　２０１１年登録 ほしこがね　２０１４年登録

黄肉色系の干しいも加工用。高品質・良食味。シ
ロタ発生が少ない。「タマユタカ」より低収量。

黄肉色系の干しいも加工用。標準並み収量。シ
ロタ発生が少ない。糖化が早く早期加工向き。

ほしあかね　２０２０年登録出願 あかねみのり　２０２０年登録出願

橙肉色系の干しいも加工用。黒変やシロタ発生
が少なく、食味が良い。多収性。

橙肉色系のチップ・干しいも加工用。多収性で、
いもの外観が優れ、広域適応性がある。
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な黄色系の品種である。「べにはるか」は
もともと青果用品種ではあるが、干しいも
加工適性が高く、2010年代に普及面積が急
拡大した。一方、黄色系以外に、色調のバ
ラエティーを望む声が以前から産地等で聞
かれており、異なる色調の干しいもが加工
できる品種の育成も重要と考えられた。
2020年に品種登録出願した「ほしあかね」3）

は、カロテンを含み、オレンジ色を帯びた
美しい干しいもが加工できるのが大きな特
長であり、この点で黄色系と区別性がある。
いもは形状が整い、収量性が優れ、干しい
もはシロタ発生が少なく食味が良好であ
る。従来からの「ヒタチレッド」への置き
換えのみならず、カロテン系品種の需要拡
大にも期待がかかる。この品種の片親は「ほ
しキラリ」であり、その品質の良さが受け
継がれていると考えられる。

（４）あかねみのり
　2020年に品種登録出願した「あかねみの
り」4）はカロテンを含み、チップ用と干し
いも用の兼用品種である。鹿児島県のよう
な南九州では、いもの乾物率が上昇し、チッ
プ加工に適したいもが生産できる。一方、
特に北海道のような冷涼地では干しいもに
適した粘質系の肉質となる。いもは形状が
整っているので加工しやすく、非常に多収
性である。また、この品種は２つのパイオ
ニア的な面を持つことも指摘できよう。ま
ず、橙色系のチップ加工用を意識して普及
へと移される先駆けの品種となったこと、
そして、北海道で初めて普及へと移される
サツマイモ品種となったことである。本品
種は、鹿児島県ではチップ用として用いら
れてきた「ベニハヤト」に置き換えての普

及が、北海道では干しいも加工用としての
新たな普及が、それぞれ期待される。

（５）干しいも品質に関する試験研究
　干しいも生産地で大きな問題となってき
た障害の一つに「シロタ」があり、これは
干しいもに白色不透明な部位を生じるもの
で、対策が急務となってきた。また、輸入
干しいも増加への対策として国産品の品質
を高める必要性が強まり、対応して高品質
な新品種を開発することも重要となってき
た。こうした状況に応えるべく、2003年か
ら３年間の計画で、農林水産省公募課題「先
端技術を活用した農林水産研究高度化事
業」の中で共同研究が実施されることと
なった。この事業の中では、シロタ発生機
構解明のような基礎分野の研究、高品質な
加工用品種育成、干しいも生産の現地実証
試験、遺伝子技術を利用した品種判別まで
多岐にわたる内容が盛り込まれ、参画機関
としても、大学、県、生産者団体、生産者、
そして農研機構と幅広かった。筆者は、加
工用品種育成を担当し、最終年の取りまと
めも担当した。
　シロタの発生原因としては、加工時の乾
燥工程におけるでん粉の異常収縮、生育期
のいもの肥大中におけるでん粉蓄積不良の
二つが、本事業の中で茨城大学と農研機構
とにより指摘されている5）。第２図には、
シロタに関する観察例を示した。茨城大学
での電子顕微鏡観察では、シロタ発生部位
に空隙が認められる。遺伝子技術利用の面
では、本事業に参画した岡山大学で、レト
ロトランスポゾンの配列を利用した品種識
別マーカーの開発に成功している。
　上記事業の他、筆者はマルチ被覆がシロ
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タ発生に及ぼす影響を長年にわたって調査
し取りまとめたが、長い目で見れば白黒マ
ルチと無マルチの間には明確な差の傾向が
認められなかった6）。ただし、マルチの種
類による発生差が今後の課題として残って
いる。

３　低温耐性系統の育成
　サツマイモを担当して間もない頃、当時
の中谷室長と研究テーマについて検討させ
ていただき、加工用品種育成の他に低温耐
性にも着目することとなった。ひたちなか
市周辺はサツマイモの大規模経済栽培地帯
の北限にあたり、しかも無マルチ栽培のた
めに生育初期の地温が低くなりやすいこ
と、さらに近年では北海道等の冷涼地にも
サツマイモの導入が盛んになってきたこと
など、低温耐性系統育成の意義が高まって
いる。
　まず初期生育での低温耐性を重視し、低
温耐性検定法の確立、保存している遺伝資
源の評価、さらに交配育種による低温耐性

系統育成へと進んできた。当初は試験材料
としてサツマイモを扱うことに不慣れで
あったことに加え、低温耐性についての研
究情報も多くはなく手探りに近い状態で
あったが、検定手法の確立とともに系統育
成の流れを次第に体系化することができ、
ようやく収量・品質とも有望な選抜系統が
得られてきた7）。低地温検定装置は簡便な
構成ではあるが、低温耐性系統の育成にお
けるスクリーニングで役立った。低温耐性
を評価した遺伝資源系統は数百のオーダー
となり、パプアニューギニアの高標高地等
で収集された系統をはじめ、いくつか低温
耐性系統が見出されたが、まだ調査しきれ
ていない遺伝資源系統群も残っているの
で、より効率的な評価法の開発と活用を今
後に期待している。実生の段階から低温耐
性選抜を開始し得られた選抜系統について
は、「作系」系統の段階となり、今後は道
県に配布して検討いただくこととなる。通
常の育成プログラムの中で開発された品
種・系統の中では、低温耐性の面でも注目

第２図　干しいものシロタに関する組織形態的調査

シロタの発生した干しいも 干しいもの電子顕微鏡写真

左：シロタ発生部位、右：正常部位
シロタ発生部位では空隙が目立つ
原図：茨城大学農学部（松田ら）

白く見える部分がシロタ発生部位
品種：「タマユタカ」
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される加工用新品種「あかねみのり」と青
果用新品種「べにこゆき（関東155号）」が
北海道内でも普及に移される段階となりつ
つあり、これらは収量や品質面で優れてい
ることから普及が期待される。

４　サツマイモネコブセンチュウ関係
　サツマイモで従来から重要な病虫害とし
て、サツマイモネコブセンチュウ、立枯病、
つる割病、黒斑病があげられる。サツマイ
モネコブセンチュウはサツマイモの根に幼
虫が侵入し、やがて小さな根こぶを形成す
る。寄生された根（いも）は、裂開や奇形
を生じて外観が劣る。さらに、減収につな
がる場合もある。この線虫については、近
年になって新たなレース区分が確認される
など8）、レース別の抵抗性が注目されてい
る。線虫レースは、５つの基準品種・系統
への寄生状況を調査して、その寄生パター
ンから判別される。作物研では谷和原畑圃
場内の検定圃場と千葉県の香取現地圃場で
それぞれ抵抗性検定を実施しているが、線
虫研究者である百田洋二氏と筆者らの調査
により、線虫レースが２か所間で異なるこ
とが判明している9）。谷和原の検定圃場で
優占しているレースSP4は最もサツマイモ
への寄生性が強いレースの一つと考えら
れ、抵抗性が高い「ジェイレッド」を除く
４つの基準品種・系統に全て寄生できる。
一方、香取現地圃場では線虫レースの混生
することが分かっており、見かけ上では
SP4と類似した寄生パターンを示すのは、
この混生が原因と推察される（第３図）。
線虫レースの判別は非常に地道で労を要す
る作業であるが、マーカーを利用した効率
的な判別手法が期待される。

５　今後に向けて
　作物研での干しいも加工用品種育成で
は、紫肉色の系統育成についても取り組ん
できた。適度な濃度でアントシアニンを含
み、多収で高品質な系統の選抜を目標に育
成を進めたが、食味の面で課題が残ってい
る。低糊化温度でん粉を含む系統や高βア
ミラーゼ活性系統を利用した育種も重要な
解決策と考えられる。
　低温耐性系統の利用は、北海道をはじめ
とする冷涼地への普及に向け、育種サイド
はもちろんだが、栽培技術面の取り組みも
引き続き重要であろう。加工用の他に、色
素原料用としても、冷涼地の特性を活かせ
る可能性が大いにあると考えられる。
　病虫害抵抗性の面では、近年に拡大を見
せている基腐病の対策が急務となってきて
おり、関係者の連携と研究体制構築が急が
れている。育成品種・系統の抵抗性評価に
加え、保有する幅広い遺伝資源からのスク
リーニングを経た抵抗性系統の育成も重要
と考えられる。
　国外へ目を向けると、日本産品の高品質
性を積極的に打ち出した輸出拡大が進んで

第３図　�サツマイモネコブセンチュウのレースと検
定品種・系統の抵抗性反応

．

谷和原

SP4 SP1 SP2 SP6

農林1号 ＋ ＋ ＋ ＋

農林2号 ＋ － ＋ －

種子島紫7 ＋ － － ＋

エレガントサマー ＋ － － ＋

ジェイレッド － － － －

Sano and Iwahori (2005) より引用し作成。
＋：感受性、－：抵抗性。

検定品種・系統
香取現地

線虫レース

香取現地圃場では、SP2とSP6の混生により、見かけ上はSP4
と同様の寄生パターンとなる（藏之内ら、2018）
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おり、育種、栽培、ポストハーベスト、マー
ケティングに関わる研究者の連携が益々重
要となってくるものと思われ、今後も大き
な伸びしろのある分野と考えられる。
　サツマイモ育種には、今後は別の形で、
微力ながらもサポートさせていただければ
と思っている。最後に、執筆の機会を与え
てくださった一般財団法人いも類振興会、
サツマイモ育種あるいは技術支援センター
関係でお世話になった関係各位に厚く御礼
を申し上げる。
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